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Sequentia1 Changes in Nutritional Status of Preschool Children 
in a Mountain Village from 1966 to 1981
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調査年度 昭和41年 46 年 50 年 56
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平均値 3．　0 O．8 3．5 o．7 3．1 b．　S 3，3 o．9
　6．全体的考察
　以上の結果をまとめると，目本経済の高度成長期の初期から最盛期を経て，低成長時代に至る約15
年間の時代的推移による山村幼児の食生活変容の実態を，10～20名の事例について観察したのである．
が，15年間をはさんだ前後で，きわめて近似した摂取量を示す食品群は少なく，乳類，肉類および油
脂類が著増し，穀類のみが減少したことが最も注目される現象であった。乳類および肉類はその摂取
不足の解消にほぼ15年を要しているが，とくに，乳類摂取の改善は保育所給食に負うところが大き
い。さらに，動物性食品数の増加，食品の種類の多様化および献立の多様化が観察されるようになっ
た。栄養素摂取状況においては，動物性たん白質，カルシウム，脂質およびビタミンB2の顕著な増
加をはじめとして，殆どの栄養素の摂取増により，エネルギーおよび9栄養素が栄養所要量を凌駕す
るという新たな現象を呈するに至っている。また，P・F・C＝ネルギー比の改善，動物性たん白質
比，動物性／植物性脂質比等の推奨値への到達あるいは接近，食品ならびに栄養素の目標値（基準量・
所要量）に対する摂取比率ならびにパターソ類似率の上昇など，栄養素摂取状況評価の各指標の15年
間の改善度は顕著であった。ここで栄養所要量を一D．のまりどころとしての摂取栄養水準の評価の上
で興昧深い現象は，50年度の摂取パターソは所要量を下廻わる平均87．　8％の位置にあり，56年度の摂
取パター・ソは所要量を超えて平均121．5％の位置にあって，両者それぞれ所要量パターソにほぼ類似
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（0．993～0．991）する軌跡を描いていることである。農村幼児の場合は53年度，漁村幼児の場合は54
年度，さらに都市近郊幼児18）の場合は47年度の各調査において，山村幼児の56年度の摂取パターンと
類似の傾向を観察しているが，この裏実は，山村幼児の栄養素摂取状況の改善は比較的緩徐に進行
し，その方向は他の上記3地域の幼児栄養の変動方向とほぼ類似していることを物語るように思われ
る。
　また，個人栄養の視点から分析すると，乳類の摂取不足児が皆無となり，適量摂取児が新たに60％出
現したこと，穀類の摂取不足児が新たに10％出現したこと，カルシウA，総たん白質およびビタミン
Aの多量摂取児が70～20％新たに出現したことなどをはじめとして，15年間にかなりの変動がみられ
たが，概して摂取不足児は減少し，しかも栄養素においては皆無となり，また変異係数でみる限り，
食品摂取上の個人差は未だ39．　1土14．　9％と多様であるものの，栄養素摂取上のそれは平均18．0±6．5
％であって平均値に集約される傾向がみられ，総じて摂取状況は望ましい水準に到達しつつあると
いえよう。これらの現象の多くは国民栄養調査ならびに新潟県民栄養調査結果の推移と共通してお
り，時代的背景のもたらした生活環境の改善の一反映とみなすことができる。しかしながら・対象児
の体位，体力の発育状況には今のところ反映しておらず，さらに学童期への影響を期して待ちたい。
　なお，生涯栄養の上で成人病予防の視点から考慮される問題点のうち，動物性／植物性脂質比につ
いては上昇しているものの56年度には0．85であり，52年国民栄養調査成績の1．0919）に比べ未だ低値
であり，脂質エネルギー比もようやく適正値の中庸1・e到達したところである。次に，食塩摂取量につ
いては，46年度の7．　2土2，49から56年度には8．3土1．79に増えているものの，菊地2°）らの研究による
発育期（1～14歳）の体重1kg当たり摂取量0．3～α49にほぼ近似する成績であった。41年度から56
年度までの上昇線が今後どのように推移するのか，また，エネルギーおよび9栄養素が充足されてい
る現況が，到逢点であるのか否かの判定は，今後の調査結果にまたなければならないが，栄養指導上
一層きめ細かな配慮が望まれるところである。
　現在の栄養学の示す基準量・所要量を一応の食事目標とするならば，対象児の場合，食品摂取にお
いては穀類，緑黄色野菜および卵類を，それぞれ25％，27％および29％増加し，魚介類をやや減じ，
栄養素摂取についてはほぼ現状維持がよいのではないかと思われ，これらの諸点が，山村幼児の食生
活における今後の留意点として指摘されよう。
　雪深い一山村にも，日本経済の高度成長の恩恵は浸透し，41年からほぼ15年の歳月を要したもの
の溌育期に必須の栄養素の充足率が肌2％～7初％渤物性たん白質比が31・2％oという低栄養水準を
着実に改善し，今日の幼児栄養の目途とする水準に至らしめた諸要因の存在に今さらのように瞠目さ
せられる。また，豪雪と僻地というこの地域特有の障害による生活環境の制約のゆえに，献立例や使
用食品の種類にもみられるように，こoi也域の特幽こ調机た伝統的食様式の基層をなお温存しつ
つ，新しい食様式を徐汝に取り入れて望ましい栄養水準に到達したところが・大いに評価されるとこ
ろであり，食生活改善対策の上で得がたい示唆を提示しているものと思われる。すなわち，豪雪と
僻地性という生活環境上の隆路が，むしろ，食生活の安易な都市化を防ぎ，近年見直されつつある身
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：1，不二の食様式21）22）23）の恩葱の享受を，可能にするのではなかろうかと思料される。
要
?
　幼児栄養をより適確に把握するために，昭和41年，46年，50年および56年度の山村幼児の食品・栄
養素摂取状況について検討を加えた。対象児は4～6歳児10～20名で，四季の各連続3日間（通年
12M間）の食物摂取量を個入別に秤量し，食品構成基準量ならびに個人別に算定した栄養所要量と対
比して，5～15年間の推移状況を調べ，以下の結果を得た。
　（1）摂取食品数は1人1日当たり15→23→22→24種類と増加し，動物性食品数は2→3→4→5種
類へ，植物性食品は13→20→18－÷19種類へ増加した。
　（2）食品摂取状況は，15年間に増加したのは9食品群で，有意な増加は乳類，肉類および油脂類に
認められ，減少したのは穀類であり，さしたる変動のみられなかったのはいも類，砂糖類，豆類およ
びその他の野菜の4食晶群であった。摂取比率の平均値は10ユ．2土58．2→ユ3L　4±　47．　1％へ，基準量
に対するパターソ類似率は0．773→0．945へ上昇した。しかしながら，穀類，緑黄色野菜および卵類は
充足されていない。
　③　栄養素摂取状況は，15年間に摂取比率の平均値は79．9±2（｝．3→121．5土12．　6％へ，所要量パ
ターソに対するパターソ類似率は0．972→O．　991へ上昇し，とくに，動物性たん白質，脂質，カルシウ
ム，ビタミソA、B1およびB2の摂取増が有意であり，充足されない栄養素は，15年前には鉄とピタ
ミソCを除く8栄養素であったが，56年度には皆無となり，しかも栄養素摂取上の個人差が僅かなが
ら縮少されているo
　（4）摂取エネルギー比については，穀類エネルギー比（56．5→34．8％），米類エネルギー比（44．　7
→27，　6％），小麦類エネルギー比（11．　8－“7　21de）および糖質エネルギー比（73→57．　9％）は漸減し，
脂質エネルギー比（15－．27・　4％o）とたん白質エネルギー比（12→14．7％）は漸増した。
　（5）摂取たん白質の質的評価は，動物性たん白質比は31．2％o→51．　9％と推奨値に至り，たん白価
は81（S）→82（S），アミノ酸侮は85（Thr）→90（Thr）へ推移し，総じて質的向上が認められ
た。
　⑥　動物性／植物性脂質比はO．　43→O．　85へ上昇したが，未だ植物性脂質量の方が多い。
　⑦　対象児の体位の体位推計基準値に対する比率は，身長は98土2．9→96．　5土5．0％，体重は96±
7．4→97．　5土9．2％といずれも適正範囲にあり，体力評価は3．　0±0．　8→3．3土O．　9と中位の成績であっ
た。
　終うに臨み，本研究に際して終始ご懇篤なご指導を賜わりました本学の塚原叡教授に厚く御礼申し
上げます。また，調査の進行上限りないお力添えを賜わりました前吉川町助役・現尾神区長の長沢誠
氏，歴代の区長であられた故長谷州武士氏，故杉田勝平氏，山賀隆二氏，高橋秀雄氏，源保育所の
金子所長はじめ諸先生方，さらに調査紺象のご家庭の方kの年余にわたるご協力に深く感謝申し上げ
ます。
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